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 論文内容の要旨
 本論文は、誕生から死に至るまでの変化を発達と捉える生涯発達理論の視点から、物語テキス
 トの認知処理における老年期の潜在的能力を明らかにするとともに、異文化、ライフスタイル、
 および社会認知的文脈がその能力に与える影響について検討したものである.
 第!章では論文全体を概観し、研究の流れを述べた.第2章では、生涯発達心理学からの見解
 を伝統的発達心理学からの見解と対比し、生涯発達理論におけるgainsと10ssesの関係について
 論じた.Gainsとは、新しい機能や能力の獲得あるいは、すでに獲得された機能や能力の維持や
 向上と定義され、10ssesとは、すでに獲得された機能や能力の衰退や喪失と定義されており、伝
 統的発達心理学においては、幼児期はgains、老年期は10ssesの累積と捉えられるが、発達を生
 涯行程と捉える生涯発達理論においては、gainsとlossesは生涯にわたって同時に偏在するもの
 と考えられていることを指摘した.
 第3章では、全章で論じられたgainsと10ssesの関係について、「3層モデル」に基づき検討し
 た。認知発達は青年期にピークに到達した後は全般的に衰退するという考え方に対して、生涯に
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 わたって維持あるいは向上し続ける能力が存在することを例証し、発達に伴って第1層から第3層
 へと成長する、認知能力における3層モデルを用い、成人期におけるgainsについて検討した。
 第4章では、第2章と第3章で論じられたgains(cognitivegrowth:認知的成長)が老年期に
 存在することに着目し、老年期の代表的なgainsとして捉えられているwisdomについて顕在理
 論と潜在理論から検討した。しかし、wisdomは単なる知的能力ではなく、経験やパーソナリティ
 要因などを含む包括的で曖昧な概念であることから、定量的に分析することが難しい。そこで、
 物語テキストの認知処理過程において、高齢者に見られる深く統合的な解釈的意味想起が、wisdom
 に関連するものであることを示唆した研究に着目した。
 第5章では、米国で行なわれた高齢者の物語テキスト処理過程に関する研究結果が我が国にも
 当てはまるかどうか、すなわち認知処理に及ぼす文化差の影響を検討するために、日本と米国の
 高齢者と若年者を対象に、物語テキストを用いた記憶想起実験を行なった.高齢者を実験群、若
 年者を統制群として、物語的テキストを時間制限なしで黙読してもらい、挿入課題施行後に、表
 面的意味想起と解釈的意味想起の2つの課題を遂行してもらった.この2つの想起課題は、文化
 (日本と米国)、年齢、性別の各群において、カウンターバランスを取り、表面的意味想起群と解
 釈的意味想起先行群に二分した。その結果、日本では高齢者の方が若年者よりも深く総合的な解
 釈をしたが、米国では若年者の方が僅かながら深い解釈をしていた。一方、表面的意味想起にお
 いては、両国で若年者の方が多くの命題を想起することができた.解釈的意味想起成績における
 違いの要因として、文化の違いもさることながら、対象となった高齢者のライフスタイルの影響
 が示唆された。また高齢者はその豊富な人生経験によって形成されたwisdomが働いて、物語テ
 キストを概略的に捉えつつも(細部は脱落する)、深く総合的に解釈する傾向があり、このことは
 老年期という発達段階における認知的目標に合致した結果であると考えられた.
 そこで、第6章では、第5章と同様の実験計画に基づき、ライフスタイル要因(日常生活にお
 いて定期的に運動や学習を行なっているかどうか)に焦点を当てた研究を行なった.その結果、
 表面的意味想起と解釈的意味想起の双方で、活動的高齢者の方が非活動的高齢者よりも高い成績
 を示した。さらに、解釈的意味想起の深さ基準において年齢要因と順序要因の交互作用が認めら
 れたことから、高齢者は解釈的意味想起を先行することにより、物語の意味の理解をよりいっそ
 う深めていることが示唆された。
 これらの2つの研究では、高齢者は深く統合的な解釈的意味想起が可能であるということが示
 された一方で、表面的意味想起では若年者の方が高い成績を示した。そこでこの結果踏まえて、
 第7章ではライフスタイル要因を含んだ、社会的文脈の影響に関する研究を行ない、高齢者の潜
 在能力を最大限に発揮させることが可能な実験条件を検討した。すなわち、老年期においては、
 これまでの経験で得られた知識を若い世代に伝えることが認知的目標であると考えられる。そこ
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 で、成人の検査者ではなく、子どもを相手にして物語を再生するという課題を試みた結果、上述
 の2つの実験(文化差およびライフスタイルの影響)に比して高齢者の命題想起成績は向上した。
 これは活動的高齢者と非活動的高齢者に共通して見られ、聞き手が子どもであるということが課
 題に対する動機付けを高め、遂行成績を押し上げたものと思われる.
 最後に、第8章では、これらの3つの実験研究(第5章～第7章)から得られた知見を基に、
 高齢者の物語テキスト認知処理能力は文化、ライフスタイル、社会的文脈などによって影響され、
 これらの要因を最適なものにすることによって、高齢者は若年者とは異なる認知処理能力を発揮
 することが可能で、そのことから、老年期は10ssesが累積するだけの発達段階ではなく、10sses
 を代償する新たなgains(wisdom)が存在する発達段階であると結論付けた.
 論文審査の結果の要旨
 本論文は、Baltes,P.B.のwisdomに関する理論について、主としてAdams,C.の方法
 論を応用し、一定の成果を収めたものである。その方法とは、高齢者に対して物語テキストの読
 解・記銘・想起を求め、いくつかの要因に基づいてその遂行成績を比較するというものである。
 高齢者は想起に際して細部が脱落する(10sses)が、若者に比して物語のより深い意味を聞き手に
 伝えることができる(gains)。これは、wisdom-relatedperfo㎜anceと呼ばれ、直接取り上げ
 ることが困難なwisdomという概念を、課題遂行するために必要な潜在的能力とおくことによっ
 て、間接的にアプローチする方法の1つといえる。
 高齢者のwisdomに関する研究はわが国ではきわめて少なく、かつ高齢化社会の進行という状
 況の下で、本論文のテーマは時宜を得たものである。加えて、本論文から得られた知見は、高齢
 者の能力の再評価という側面を有し、その能力を高めるためにはどのような条件が必要かについ
 て、部分的ではあるが明らかにした。一方で、著者は3つの実験を行なっているが、その一つ一
 つは必ずしも独自のアイディアによるものではない。文化差について言えば、課題は異なるが、
 既に中国と米国の高齢者の比較研究がある。ライフスタイルが健康や体力だけではなく、認知能
 力にも影響を与えるという研究も多数存在する.また、高齢者との幼児の世代間交流の効果に関
 する研究も関心を集めている。では、著者のオリジナリティはどこにあるのかというと、これら
 3つの要因を有機的に関連させ、同じ実験パラダイムの中で比較検討し、冒頭述べたように、一定
 の成果を挙げたという点である.
 著者は、wisdomは個人史の中にこそ現れるという信念を持ちながら、横断的研究手法をとっ
 たために、高齢者を要因で分ける結果となったことにジレンマを感じているが、将来進むべき方
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 向は示されたのではないかと思われる.そのほか、本論文では対象者数がやや少ないこと・3つの
 実験は完全に同じパラダイムで実験すべきところを、子どもを聞き手とする実験だけが異なった
 こ『と、さらに、必ずしも認知的側面だけでないwisdomへの考察が十分ではないことなど、残さ
 れた課題も少なくないが、本論文の一部は日本心理学会の英文機関誌に掲載され、斯学の発展に
 寄与したことは高く評価できる。よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認め
 る。
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